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産業革新戦略

(H17.3策定)

計画期間
H17.4～H27.3
＜10年＞

新たな産業振興指針の計画期間

〇これまでの産業振興指針は、１０年の環境変化を見据えた計画としてきた。
（Ｈ２２には、「産業革新戦略」の中間評価のタイミングで一部見直しを行い、
「産業革新戦略２０１０」を策定）

〇現指針である「産業成長戦略」の策定から９年が経過。策定当時とは本県を取り
巻く社会・経済環境は大きく変化しており、今回、新たな指針に向けた議論を行う

〇策定にあたっては、「石川県成長戦略（仮称）」にも反映することを前提に、
石川県成長戦略会議での議論と足並みを揃えつつ検討を進めていく

産業高度化
10カ年戦略
(H7.8策定)

計画期間
H7.8～H17.3
<10年>

リーマンショック(H20)に端を
発する世界同時不況を踏まえ、
計画途中に見直して改定

これまでの産業振興指針の策定状況

産業革新戦略
2010

(H22.3策定)

計画期間
H22.4～H27.3

＜5年＞

産業成長戦略
（現指針）
(H26.5策定)

計画期間
H26.5～R6.3
＜10年＞

グローバル化や技術革新などの
諸課題や新幹線金沢開業(H27)

を見据え、一年前倒し改定
１０年の期間満了に伴う改定

１

中間評価
一部見直し



その他、特に専門性の高い分野は、

専門アドバイザーから意見聴取

（２０名程度・必要に応じて追加）

⇒グリーン化、スタートアップ、
人材、事業承継、海外展開、
企業誘致、地域資源活用など

特に専門性が高い分野

「石川県産業のデジタル化による

競争力強化研究会」<Ｒ3設置済>

座長:丹 康雄（北陸先端大 副学長）

⇒検討委員会の開催に合わせて、
ＤＸについて検討

（事務局） 石川県商工労働部産業政策課

強い産業づくり部会
＝ 石川県産業振興指針検討委員会 【２５名】

基幹産業(機械・繊維・食品・ＩＴ)

の（若手経営者等）から意見聴取

検討委員会の構成と進め方について①

県内企業の実情把握

アンケート調査（R4.9.9～10.3）

個別ヒアリング（随時）

石川県成長戦略会議
【２４名】

氏 名 役職名 氏名 役職名

安宅 建樹 石川県商工会議所連合会会頭 丹 康雄 北陸先端科学技術大学院大学副学長

岩本 秀成 ダイワ通信㈱代表取締役社長 杖村 修司 石川県銀行協会会長

遠藤 幸四郎 石川県繊維協会会長 中村 健一 石川県鉄工機電協会会長

蚊谷 八郎 石川県伝統産業振興協議会会長 成田 由里 ㈱ウーマンスタイル代表取締役

北野 ゆかり 石川県商工会女性部連合会会長 長谷川 孝德 地域文化総合研究所代表

高 由紀 ウィルフラップ㈱取締役会長 平本 督太郎 金沢工業大学SDGs推進センター所長

小清水 良次 石川県情報システム工業会会長 福田 佳央 日本労働組合総連合会石川県連合会会長

佐無田 光 金沢大学学長補佐 細野 昭雄 ㈱アイ・オー・データ機器代表取締役会長

沢野 千穂子 石川県商工会議所女性会連合会会長 安江 雪菜 ㈱計画情報研究所代表取締役社長

杉野 哲也 石川県食品協会会長 米川 達也 ㈱白山代表取締役社長

砂塚 隆広 金沢経済同友会代表幹事 米沢 寛 石川県中小企業団体中央会副会長

髙松 喜与志 石川県経営者協会会長 和田 隆志 大学コンソーシアム石川会長

田上 好道 石川県商工会連合会会長

（下線）成長戦略会議を兼任※敬称略・五十音順、

ほか４部会

事務局案（検討委員会へのインプット）
※対象者・意見等は検討委員会に報告し、
透明性を確保

２



石川県成長戦略会議

石川県産業振興指針検討委員会
（強い産業づくり部会）

・第１回開催（令和４年９月５日）

・以後、石川県成長戦略会議を３～４回程度開催予定

今年度中に骨子案、来年度前半に素案や最終案を議論

・来年の９月議会に、条例※に基づき「石川県成長戦略（仮称）」を上程
※「石川県の行政全般に係る基本的かつ総合的な計画を議会の議決事件として定める条例」

・第１回開催（令和４年１０月２７日）

・石川県成長戦略会議の都度、会議の開催前までに検討委員会を開催予定

（次回の検討委員会は、第２回成長戦略会議の開催前）

・「石川県成長戦略(仮称)」と連動して、来年秋頃を目途に新たな産業振興指針を策定予定

検討委員会の構成と進め方について②

３



新たな産業振興指針の対象範囲

〇現指針の対象範囲は、第二次産業（製造業）及び観光業を除く第三次産業が対象
（ただし、農林水産業や観光業など他分野との連携も想定）

〇新しい指針の策定にあたっては、現指針の対象範囲を踏まえつつも、デジタル化や
カーボンニュートラルへの対応、異業種間連携・融合といった他業種にも及びうる
テーマでは、必要に応じて他業種も射程に含めつつ、幅広く検討を進めていく

『いしかわの食と農業・農村
ビジョン』など

『ほっと石川観光プラン』
『石川県国際化戦略プラン』など

第
１
次
産
業

（
農
林
水
産
業
）

第２次産業

例）植物工場
農商工連携

次世代産業

連携

＜現指針「石川県産業成長戦略」の対象範囲＞

連携

観
光
業

例）観光アプリ
医商工連携

第
３
次
産
業

（
卸
売
業
・
小
売
業

・
サ
ー
ビ
ス
業
等
）

製造業
（機械・繊維・
食品・ＩＴ）

炭素繊維・航空機・
ライフサイエンス

エネルギー・脱炭素化

産業分類 個別プラン

一
次
産
業

農業
林業
水産業

いしかわの食と農業・農村ビジョン
いしかわ農林・林業・木材産業振興ビジョン
いしかわ水産業振興ビジョン （農林水産部）

二
次
産
業

製造業
産業振興指針 （商工労働部）

鉱業・採石業・
砂利採取業
建設業

三
次
産
業

卸小売業
サービス業
（生活関連）

観光関連産業 ほっと石川観光プラン （観光戦略推進部）

学校教育
医療福祉など

石川の教育振興基本計画（教育委員会）
石川県医療計画 （健康福祉部）
いしかわエンゼルプラン（ 〃 ）
いしかわ障害者プラン （ 〃 ）など ４

業種横断的なテーマ（例）
・全ての産業でのデジタル化

・サプライチェーン全体での
カーボンニュートラルへの対応

・異なる産業間での連携・融合 など

例）ブランド食材(一次)+製造加工（二次）+
インターネット販売・店舗販売(三次)
⇒地域資源を活かした商品開発・
消費者向けビジネスへの参入など

＜新たな指針の対象範囲の想定＞


